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J 代 書

以下のJ唖 昨春窮は街休のftRとして脚 を剛 ,
その鮒 に肝fろ特性Je践･AのFl畔より幹指 もので

あら･淡蕗の脈 が欄 に煤和 睦 にif･J!し書9ろ五･,
恥 ,の刑祖は発条狂4弘耳叫 負とたったが.それ
にieての考t-iは-XDlこ斗〇･耕 tでは,先づ紀 な雌

他 項立LWたとPj定した斗告を考え,その時の埋

掛は 申ち1岨 ･E九 遺草等の桝 の放範を或めん
け ろもの'Cもる･打ち煮汁井L卿 ･jr_-災軸 実が

生じ璃 碓 瓦逮空文は塩島 圧力亨に馬する鼓念を

与えろもので'見栄この唖の計訊 ･_全く行われておら

■T･縫って封lW 発の述し拘るn抑王妙こftてはぷ1=･
桝 とした推なさ;なされて果たに過ぎT=い｡

帖放計3Fの翁韓式としては,既に態 く化された水力
卓的･熟JJ和 己曝拝見姐の烏架細 用ナろzPとする.
木船 は村本及び的休1瓶 応lこ対して,災故との兄
耕な｢削 ･J-,I;しておろものでもL),耕 畑矧こも光分

遵Mu!1ろものとlJせられる.

Il 計 井 の 基 礎 式

水力学的た力学伽 は JhnklEe,R■emLnn.

lIuL約 01氏等に上る折撃淡の鮎 を苅世 として,

ChLLprnan･)｡upct,Jkeker氏勤 Tx或したもので

あり･その.Iりこ化学圧蜘 竣 く食まれておら

ぬとは甘ん F･休及び同体の触 現を乃く細 釣に
妃aIしたものとして額側 二於て虫も文革なもの
tLもろ.

以下脚 に轍 の碍uJを試みろ｡

伊職の3ZliEする併任のiRFに考L触 淡L{灘 鼓
LYt作の法則を暫くと,(uスお安の彰書は窯iP ろ)

憲 一V慧 ･(l)

% -1V% ･(2)

こ にゝVは弥払 IVは規端vA波乱 pはEE･JJ,.

は移動機 .次J=熱力学好一即 Jより,

C･tE7-dE-dO-PJV (3)

こlに 'LEはIl缶エIんf一昨化,ら LZzF喝 T,也
焦'dQは用乗込tである｡

夫に府 托払;安定･eあるIW とLて
a

~よ LO Eり

又唖鞘汝のfW Jこ於て所･l ChB押叫 OW eり 事
件が成1.つとして,

D-1V.+C. (S)

こ にゝDはl椴 ･lV.IC,はか は書棚 に於ろ
ガス詫辿及び℡適である｡

以上に加えて〝又の状態式相 当に恥 :,桝相 月
に於てはin常朋 の圧力は放く,且つ汲針ま私 心 ら.
はか ･Aには羽 村 tの酔 姥酋用してJtい｡掛 相

身の占める相 も甘地のl考硬では急yylLこ比し無tQL
うろ｡

ePも 1'VIRT (り

枚上が狐酸犬であるが･こJLを上lJLALい臥 .形に砕
ガイ~ろ｡ゆらり 1式のL桝 b:あるから垂加 塔汀政市
J=に移して考える｡今 じ-D-lVとおくと,
dV -1LJ
V U
Udt3--VdP

･LF･+P/V-イO -

こiLら上｡,号 ∫U･dp-｡

'IZこ+UdLJ⊥･L(PV)-dO

こLLらの式を齢 して,
V u
Vo D

p･-uvi-p･･%
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ユE+÷ 糾 .･V-ユO-i-U!･p･V･ ･(･4)

丈に若干文彩ナろと.

ぴ-､弓 票 (･S,

D=ZV･!豊 . い｡

ユI.=-上か ÷ (P･P.= V･-V) ･(Z7J

帆 'ヽ
v･豊 -甘 い -i. (･8)

(Pll'l)Vo-1lD (19)

(15)-(L9)式はHLlgOTllOt氏埠の柑た也梨でもろ｡

併しこれだ'けではDの位は決定されないから.平曲UI

をip_g武仏に対し決めると

LJ._I/布 (20)

並に γは気拝の比愚兄でもろ,

(20)を (15)にft入すると,
VL 7

V+ 7+■

Pl>P●として P+を焦glL,(17)(lB;式上I)

(21).

-ip･tv･-V)-ユE-ユO-C･LTrT｡)
-.19-GTl-(10+GTJ)- ･(22)

(22)か T,に P･VI-RT-を代入して,% 7-.

-与川LI

p･vo-2RiBic.Cl･ (23)･

又 T･--iQ欝才一一意 (24)･
又 (】6)(21)lI)

DT一(JQ†C.To)2(γL り ･(25)I

以上 (21)～(26)の形は Eyrlrlg攻に上L)辞かれた

形で出もL<胡ILものであるから以下これらを川いて.

折井をfTl.

皿 ft暮に必要な持重任とrrX方法

り 雄 の牌 特故を計芳するにLtH),櫛 うな一
例として次の払暁と兄最牡を持つ畑 を晩｣-げろ林と
すろ｡

2t 17 不r戊糾t払 C.(kcntrkz..}l)

二二一等 一.T｡｡●㌫｡C忘｡C忘CC-17;.･C -.i.｡C
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間作のJt款としては,

抑1 03C･11g一道

司

0-;ccooC 030

0-皿 O o35
O-3∝00 0･,a

と氏忘する｡書跡にははt+の比熱 王計井.二は余り彰f

LfLL･■

= 今扱う03は理史的の申告であろから,E収ま

急逝.こ完了し.好批 正在技では干缶抗匹.こたつてい
ると伝記する.

雌 ガスの的改称 It払 ミ'yiであるから無現すろ

事とし,付計3Fの/Rの私大のEIlLR'L茨i:を註､丁ろ｡
67ち,完全雌 のqi合も不完告患汝の齢 も枯姓生成
KスはCOeとHP のみであると考える.不安空位
技では,CO又は tlt等がLiELTろてあろうがその比率
を井川ナろにはpl成りiL'飼な計井を奏し,相も馳 ;
多いと思わLl.ろので,こ でゝは,Et蕪不足の堺合には
02は脚 米卸に141JJlして41大これを COtとEiの に
n化しつつ,洪q(の内珊二至るが.良知 -.jt訂清野さ

帆 WL-D七 一 (26'' ㌶ 言霊琵l書誌 言だ監…JtLk≡‡冨讐 芸芸冨デ,iA

- bR(≡ ;≡ :

水薫 り,L'',輔 9.0チ''.
E雌 101.,水分 381.I,

稚 ▲ 7∝OcaLg
H)煉#Vスの平松 窄放た及tfJt無比の班l二は.れ1
Justlの訳より計31したaC衣に上る群とする｡

&二の民定は脚 には当鼓ら′｣が,このtaに圧定する
と繊 :丑も初劫に許ITnされ,-J事にたるから.達しう
7̂'t拓の頼政姐を､肘LlすろJ･l的には茂していろ｡

掃l側 としてl三,訟左と垂井の敵うH I.gにたち

EF-二重】Ⅶを喋り.それJ_/VPとする｡
与えられた笥射 JZから,淵 QI.出 土が分L),捻

出Vス独 ;分ろ.そiLから千句分子土を求めq>位
ZtRを書IJlL.I恥 二物 ユQ を/まbiろ.

式に任Zlの鎌拙 toCを任定し.r3炎 27,38よ

IJ各 qスの中上1托込及び此愁托'_'まdTL,.そLLを各dス
の含有中に比OlしたγE;t(に正し.塚古'yAの比鼓及
び比桝 を定めろ｡

これらの僻を肋 .芯錠東上L)容易1こぼ馳 :汁

3Fされろ｡CLSZLI=且狂と3rtLはjけこ且払 ;-丑して



お川 fAL.一致しなければ伝う述且兜を改めて計許な

やI)班す｡

刑･井拙邦を一箱 して多毛】9に示した｡

Ⅳ 計 井 特 典

淡】9 湘血斗花の特軟肝弊伏(瓜書的飛祐軌)
(焚中/kgはr鯨押釆(凝鏡十か九)Ikgr=放て｣
の玉妹である)

べ札dl rr F ＼■.
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この点柴を国表すると団 35となる｡

団でyJかなtkに,Lだ棚 Tl.棚辿D及び〝ス涜
曲VLは何れも究他見/,.一比の切合に兼帯的な,-r;し.それ
より汲め ',上下すれば.琳 I々a鍵の力戦に正比例して

それらの特款LLIは減少してゆく,ruLEIhのみは汲腔

の大きい柁布くなつ'=しろ｡これはガス益mIh:郷 に
減少するからである｡
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I) 破る兵咽的な耕 Lこついて,

それが理起t的必#をffつた均合

の特rAを計罪した.Jl)針罪鋳掛こ上

LLlr,鵜舟氾iELの臣力はuス畑すさの

棚倉にiEEく,20純正抑

臭に過ぎない｡は姐は 2aX)zIVSCC以下で,駅帖及び的F4.の爆発

に此し低い｡i

且虻はかなl)市iくなIJ糊るけLLとも,娼皿が低いから.葱

出火を考tろと架鰍

二は退かに抵下するでもろ)｡Ill) 桃 確の架汝で
見Lilされhlた於布爆巡は 珊 1吋8cc粒虻と卑8LJI

されている｡この柑姓の必虻では安定な勝耗汲として成立L柑ろか杏か荘11兵州である｡tEEに成立した

としても_Lの計井のtlに補42OW scc,に逝ざLlと云†市は棚 確を耕すろ一つの剃 りt..･牧村となろであろ

う｡ (牌 公定の柿件につしては衣.mで柑 ナる)第九報 炭塵嬢発に於る粒子反応時間の推定と螺JEの安定に経て

l 持 す Bi康t丘千の脚 抑nを粒既の商戦として求め.反
応帝の悩むJJ,)は持出融Q)TSほ を推延する郡
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dJF L!n d允l

皿 宏重粒子の反応速度

ここでは紳 並の成立に放ては_I封Lの,それほ捷め

てL雌 な聞役であらからである｡そこLt:･慮牙の椿事守
男力な点火iiをJl九･て,一一確約にせ上荻媒中に控軸

力:形成されたとした時,それが果して安定に筋 寺され
ちか否かJ_/考える｡

この租合,爆取 は呪力なェホJLイ ーを,持つ点火iS

であろから,このrllに雀卓込まれた粒子は殆ど招性1廿

IネルギーをRlせずして反応する｡従ってこの松の生

な紺地凶手は怒飴抵抗である｡即ち愉 ;封Btymlに

さA.fl遜ELはミ九は,反応は紅ちに生･rろのである｡こ
の位定はE),ll･g氏邸の軸 と雑除のei射こ.qしても

壁出であろう.即ち氏苛は雌宅の故-di中の箔性化1寸

Jt･<-は輸ど零であるZrEを摘摘し'=いろからである｡
孜珊 Fflの菰駄過払を巌甥に砺地う都は柄と瑚み

がない. ここでは,JIoLtet,uurk-Sch11m爪nn氏等の

ar3FはそのLBではiaFfJfiL来ない｡そこでJ?.夫のtaな
乾敬治現を慾荘する｡CDち最初 ･*のキ唖 をおっtl千
が鼓iAl中で反応して牛羅rtこなつた時世千胡和の班放

Hの肌+_(r〇一r)でもろとCi定する｡

そして丑初の粒子火以外のU入金問は放しl泡沫に
上って完全に-taなt見合ガスで米されろもの と考 え
ろ｡

上の仮定は教法取の粉食から取推してglかれたもの

で.珊 肋 ;ガス翻 二速伸び上iとする便向と,牧
子及びUスの故Lい馳 '･卿 をi実り切ろiとする
傾向とを考えその中糊を凍ったもの7:･ある.

奴上の広5iZJこ逝いてⅠ桃 子の地 産式をむくと,

･tmnolLF(rot-r})
JL-a-I:○意

ここで moを斉ヱ初の払子正札 L/T･Lを rJり抑 Iの地

放血.叫 はSi初の醐 最近 ([粒子に銅当られた融

栄),V をある比鵬 軌 右辺分子は滋子が rの′i'J匹

にIEつたElSのl隷采47芦払 右辺分f馴ミ薮放せ抗を与x,

ろもので.Dは謀散伝法である｡

とfZZくと. o-O の時は発条樵的
d>0 の時l繊 細でAは繍 申
4<0 の時l潤 不足で4は不足率

を示す事になろ｡

事を地 比とすると,

Z-(℡一一m)/～-(oL rJ)/T.事 (3)

'引い点火沖tnJいた坤の火焔NL価の初月田Rfでは放

牧粒状上すも*b化学u払披枕がけ蓮Eg子J=TLもこ
とは那十報でBする｡

T dL 付● tIL

(4)を(りに代入して

i-

-TTnlo3p
(ここにpは溌恥

q･卜志1
響 x忘 t(I-I)~1-,)

意 - ,詰 寄 (5)

今 ,(･･q,I震範 (｡
とおけほ, 意 一昔 ,.(7d (7)

(7)式は粒子の地 産を私産 rrA)及びi*EE(I･4)の

南牧として与えろもので,この式から御られる知見を

建べよう｡
lJi量産の鮭℡
(1)式の次元{_,･見るとC'はgJCn)で=&すべき竹が

分る｡今 Aを ICC坤の粒子敦とナ71は nJは

･,･-b･÷ ,,･'メpXbx(- ) (8)

bは Igの 雄 をジ己全氏姓させろに必要な轍 で

前脚 に放てl._A-225,文p-]･2とする｡(守)を

(7)に代入すろこと,

意 -2n D(.･q)n,A/(,･a) (9)
印ち,熔和 田)中に於も粉BX罪の松班適正は.troに比

内する｡

ll) 社腔の彩管

･Xに粒度のXi帝の7J･を抽iLtLて見る,今市!丘-T･7'fn
ケ宛に分割したとすると飢覗きlLた租子の∠帽 は

T.M-iとなろ 貯亡

仇(叩 ;a)/-0-㌔ となるから'

燃盤迎鰍まJ に比例して棉渡するZFlこなる.この切

合半荘の加 ,A /,.州 立 であるから,｢軟牲適度
は牛ZBの白系Lこ辿比例して釘 ヒする}群を元している｡

ILL) 蜘 時閉

式に1ケ世子の触 時間を計耳する.

それには(5)式を齢 する好 がある｡

3叫 rip-A とおくと

意 -̂ 溝 (.｡,



LRL(10)JJ:に於て,

･1忘 知,->け>-. (.1)

の陳件がある卯は滋初の想定でr/Eつていろ｡
今次の博におく

･(-a,-I:̂ 4,-I:豊 山 (12)

飢r/)して.

･-,og(,一志 )弓 -og土語 粁

T log等 欝 一十./了t･,n~'撃
】

-./了 t" -1iy (L3)

AlLここに ^-J上 , f=qiid (】4)
, 4

回 36

排し α-;Dの齢 は上の勘 は_成斑しないかb,肌に

臣仰して,

⑧4-｡-･Dg(I-I)13((I-I)一基-.〉 (】5)

a≧O の制令は マの変矧 土 C≦E≦Ⅰ

α<0 の棚倉は 止の変域は 0≦g≦ (I-Lr)
J式 (13日 LS)を川 い,各班の¢を与えた時の ①

をLの南牧として敏郎 したも閉まをEZl36に元.'した｡

Lu '･=,(,2)5tZE辺可 :̂ dtの断 を行わオl･紙

らぬ｡このJlはラビ腿にJ:I)A-3D叫lr(芦pであるが一

ここで較散係蚊Dは時†;j虹.iらず一定であるとtR定+
ると,⑳ は又

(.･Q)･①-普 . 〔】b)

となる｡従てDの班が分れは団 36と (16)式から燃

眺時F;l払扮 る｡

茶飯併談の絶対班を酔田する2i.E,〉nrlg氏等の担

∫ /

l(

I

凱hJ′qR':,od.○≡≡..

.トi-

. /
ス

対反応速度論を応m+ろ｡12Dち拡散Lil掛ま.･次式で米す邸がIlt当ミ

る｡u-＼.･1:-L=/Ll
llい 一Lt い:-ここに九は分･-lThrl臓 (BI37Jl

･見よ),7･は フタンク恒rJ,/は

Jル y･,/恒払 Eoはr 出b,に於る蛇似

QTJ活性化工才̂ 14'-,Fは初偶雌

の托噛机 F''は分子が入れ牲って軽散が転も時の活性見牌 の状態

和てある｡FとFHの相爽点は汚投

状態では並九重tj由蜘 :一

つ誠少してしろ都であるから,回転と振

動の扱提-41)が兆に瀬 と同一C･あ

るとして堕盟 きl/i (.8)ここに･

･llま分子㌍免,tJは臼ul姦閉.

ur･鈍す｡(18)式を(】7)式に代

入して,D-豊 前 百･i-･d Ll
▲

(▲9)
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であり口内行路はその読体中の雷迎に追放即 ~ろから,
今抑朋IR旗の雷戒を ro,fl由宇〒報を J●とナろと.

L-/+･-一望｣ ･(2D)

LiOtに翁L J●- 9xlD~Ta),句-33OTTLdCC とし,

ばJP'>小の晋連としてはiir沌TJで計3Fした轄牧を朝

川して大体の亡Jf求め,Lを計井すると夫の様になる｡

ガと鵬汲LRrg/mS c ∩/於 C ∫cm

33 も70 <,SxIOJ-

占0 750 40x ◆

]33 1050 2ey ′

S∝) 950 31¥ タ

SCO3 6∝) 50x I

即ち強度 100一 回 37

5∝)dlnJ の抱網

で好適は的 】OCO

m/班C である｡ 人

はLに分子在任JE./

加えた ものであ

ち(図37)から,今
ia圧 133gznet完

比比､の時+_'･考え,

又商i且碇の 02分

-7-進度として

S･-therlJlndCTJ弧をとると,入E3×】

OL土+28メ10-I-3-xl0-~etaO三分手職

三, 仙-534×】0-mgポん ツ▼ノ恒rltli,上一】3

8xIO-Z̀erg/PCTとしてはil坪 の頼故計井上l

)T-34OOOAbjjL_,･とる｡以上の弥上.)D
一票 票̀ (12ま警 ミミ芸 欝 7l-aOZ3亡mySeC

(22)..01この蛇取締'J(の値は,Iミ)pr川g式が伽併伽 の腔,
1止･T内野の黙4取締敬として与えた

放uLOO2cm2/seeに近し･今扱っていろ跳
発の甘合の黙許他旅敦を班)rLTlg氏の方法で

決めると-̂ Ĉ-3×】O-;ド】Ok oo3t=m:/

8eC t23)とI='),熱の銭坂も,柚TrのE37
:も大益はない林にf:ろ

･ここでは典･=敬の先行に上る拝究分の故ILllこ紀ては

考え出即とすろ｡iy'以上で地 年間を推

定ナろ2Lの耕 故地-L_着うた｡六に 2-3の唖合を･･計

井して見よう｡こLI=)･QめたAouI捕.iAの吟
の 10位以上に72つている. 亡の班がどこ蓬CTJ71で9もか半円で

ある方言▲nこttと用いて Gnr.q',Ltzrle氏･>
&上州f井するいOJ･起子では¢ JO

-也 . IJL投手ではZO-b c筏lこp-i-ii度となる

｡苛inにO'の虻放上野おの托故の〟が早く･秤宛倉の故山がd-L･近tiが挫補とたる｡ (lb)式上J)L一意 ①

(叫 (24)(8)式を州い,9!

に恒取 入れて･一浩 (益,(イ) ,-10~一
clnの粒子の場合粒子 け の爪引t,比窮を 12として Sx

lO~Z亡gk,･歎"は れ

- 5袈 ′-3-266- I,C-･⑳Lld V
28-ixOO】3x266nCIx10Il

悪 (26)①は団 36上州 とめiるから,(

26)式上L)作念の蛤姓比に糾 ~ろ脚 11を知ろ布がu
L光る｡臓 ;近称こ存在しない駁(),100タ.'

燃 するには無限大の相即をRtする恥こなるが,今仮に 907.'

が出陳する迄のl榔tは似て反応時rLllの実効uLと見

放す抑こすると q一〇の早 合一T-09

にポ~する ①-HSI.1S旺て 一一~召㌃1 0-0OL2託

eePち｢lF･の温故粒子が
】33dznlのi8度で頗発k応を行う時,その

9馳 =鯉 するには,0(泊12se｡ををするJ,申BH0Flの艶子なれは o z2JieC,又
,l00 ■の滋子なれは hl12BeC

となる｡Dの仏はiaLh牧っても大して托らねか ら,D



でもl).ここでもXjt等の馳 てそのままiSllIJされる

ものと考える.EDらr反応帝の旬と提孝基材叫 'itEと

の比が浪ろ軌 上にr=ちと,ぼ轍 附 上りの肋 :
大きくなり.住道は滑しく任下し,Jt早安定lL虻Jb;

或立し付ないdに1_Lろ｣
この rt空ろ岨Jは淋 集閲の月辺の任釈 (棚
が圭である)によbJEろのLl･推定がuJFl･あるが,洪

坑内QTJqに珊FFほれたJa折では何ihillJaによろ地 主

少いから耶非班は可成り大きくなる常であろ｡

押しli)rIZ'gZZ;Yの鵬 では付敵 失の内かhtcrlAl

lolg(相 の小成立)を考えろだけで,･ttozlk'ntllTTl

及び l･Tlertlloやlこ批ては無iRしていろqfを払うと,
配線他は理論ILJ丈に放くなろことになる｡
はて/>のQr庇LS朋 の限界駁fl,想52する血 的米食
的tZl弗はないのであるが,只 F･)rLt)g氏の血 と爽段
から次のことだけは甘えろであろう｡

｢丘珊 将に対すろ盗肝 I確 の比が Z以下の齢 には
雌 にpL暁ウ近い貸欄 b;生でろであろ5J
ここでLここの氏5iZに苅いて若干の塀 を加えたい｡
今年鎚 1m のrq聯 坑迫中に完牡血合光軸 の雌

が鞄 しているとする｡この中を IⅦ 佃 の卿

JiigS･持つ邸 柁b'jm L始めた坤この連射 ;雌 に
Jy古さil,ろためには圧印 の抱は Im 以上でもって

はなら払 その2LIこJilZ刊 ･-｢志 --｡･ccc63だe 以

itLll伽 ･ビJ..iJ'IらtJヽ L.

恥 :点 2Oの粁Xに上ると4-0の卑合 lyfl手で

I_0.COz2sec であIJ.上の仕掛こ合う2LにはJI7751
0.5p以1.-･eもろあぜがもろ｡
又雌 和の - †50の坊合には,Z聖巴煤池Ii的

)∝pnVSeCてあるから,ImのEJS相を才古つ2Sには燃

静 8帆iOCOHeC以内でなければなら山.苅 20に

上Lufこの妹拝を光十には七千が ]-2Jl粒度であれ

ば良いことにf=ろ｡又丘喋 不足のLr--04の中食に
は鮎 l雌盛は姐 35上t)約 1800m/8eC'CもlJ妙 音

Mは 00CO564=e以内である勧 ;Rt強 引 しろ｡その21
には払子牛由は 】fA以Tであるdtを挙するo
J'JJ･の内地もt7Z件Q)良いのは a-5･0の齢 ED',A

耕 判の粗食であろがこの蝉 土地 過は爪くれlCO)
.a/,i.=Cであるかb.1LEH王吏lここれを7濁ることにな

ろIeあろう.従来の東汝{･79らiLた浪苗溢血は 仰

叫.ec程度であると云うホ美は.上の抑 加 計

3b硬 転と左毘群 れたものでか L事を計rtIに且も

LLろ｡

英脚 世としては zLL以下の搬 出子が 13Odml

以上のす鮒 で--様lこ分散している坤f=掛 は線 こ

ft彩虚言iLl=いてあろうから.｢技拝に棚 発の与で

20CK)血 近く4)安･屯印 を盤でろ可胆出土少い｣も

のとtELiLうち｡

併し前報の計井 (団35)に上ろと 10COnL出 札上
の朋 題を与えろ淡搬近東はなめて爪 ･依郷こ正つ
ていろ7Pト 30-500g/mJ)が分ろから,故7雌 の

多い抗:荘内では埼許的に好古鞍付の究きれろ可旺蛙は
大きい｡傑'C,甘え安宅卿 は屯らtzいにしてもl∝り

nySeC別技のFJ群的乃笠は所持的ぽ7Iの成立は充分考

え79ろ布である｡雨も炎府には坑内にはJgyKスが

少Rt存在するのが廿遇であI),Igン7)'･基PtlZl棚 を/

約才する坤が少い柏倉には,メタンの況花に上L)榊
桜発の棚 は一軒容易になるLrfがγ愁盲LLろ｡

TI JS Jt

l) だ把 B;申LL於ろ雑 牧子7)反応it前として叔
架の抜放 抗をⅩ現し,化乍反俗鼓抗を無役して供

述BE式を甘て.触 道真と粒EEZiぴi班 の砿舘J_,glい

た｡¢ち中世 r*の投手が判淵 に･℡存在すると
チ,全鮒 の穴も捻喝艶姿はwLE=iELt:田し.一打投

手の鮒 ほ′l唱;のfI兼に温比併すろ.

ll)牡吐逆虻式S･紛 し,榔 故の位 を,推定 し

て,社側 抑 穂ぢ竹を相 生及び放 比QTJir

軟として東rL'b そrJ雌 合比丸正 Ⅰ33gmlJ

の場合 lIl柏手ならは千J/)のⅠ2秒種腔で愁えろ事を

見た｡仕出 の租介にはrtにこの時問は短節せられた｡
Ei'iG!IJLll手,22gJm'治産で放 吟mZは1万分の3
秒他姓となった｡

川) この鵬9さは酌珠の略故計井班 と軸 び付け

E〉rLr)g代替のは恥5淵 に基い{,淡艶は兄のh'
sl性を考王iした｡EJ確 zmの坑泣中で脚 l∝Omace

以上の脚 b:生すろ25には,脚 はLIL醒 又は
そilJrdTの故tl手である林をFLia兜け約 2Odml以

Jである林をVtする,この附 叫>_実際にはp7成り成立

田雌と思われろから,光年のみで榊 を生~Tろ可
舵性は左批 七>くないであ7'うと脇 さjLる｡併し同

時に lCa)吋 托C tq鹿又はそJL以下の封要田IJT怪我乃至
は斬!莞出発の可鮭珪L淵 当大きく,繭もJPyの共存

を考えろならは洪LJI声の脂 性はAI=韓加すらでも
･')iI.

第十乾 粉体嬢発の初期追掛 こ於る錘苑限界射 幸に託て

を考薪した｡併し神 都 bP翌第7号我で英放した棟

1 事t 書 な苛終世朱の初耕道理に放ては勿iば轍 の生成は見

柵 こ鮒 主税縄 付 脈 綿 う齢 の監毘 ち九･JL郎 その丘E;近酌 柵 の齢 とはか 1二確き
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な久に Tろ｡寒竹では,この初瓶出現S･実段抗典に基

いてelW bLそれに従で他 称揃のW 休作式tp恥 ･
て見よ†｡

実や納 こ上川 '.I,朋 党の初耶 fiに於て火塩

の脚 女左右する生Eg子は,
tl iか81 は薙缶奴D持W.にli連T.･重度は理i約
諾払比上L)轟かに大きい｡攫てこの場合船 は方しく
不足し.PE蜘 :#く恕 するに足ろのんでもろ｡

lI 打粉 p7棚 考分を紬 に放出するもの
現特怯.ま容易でもろ｡a)ち初脱 税でLf経常分地 ;
封 七とfrつており.コーク入伽 は膿棚 田に於ろ屠
TL見せた忠魂を持たたい｡

ii】 杜昨 71urは浮遊性とkLZ=iiTT班.こ祈妓な円
綿を婚つから.fa肝T･の杯柑 ま切目.爆発には不可欠の
もYz仲でもろ｡

･ヽ) LtES巡虻 珊lぷ二時恥こ桝湖 で発生する
無色の火きい糾榊 は遵しくなろ｡この為には穎匹が
大きく,肘掛 圧が大きく.flぬ ;小さく,Jl払奴抗
の少TLいもの投打透でもろ｡
J>,上妃の桝 に苗さ,州 党の動脈 牌 を

玖珊 瑚381の b4 38
tIに.t3tr-ji圭しよ
う｡ゆちBdlま火
焔弧 3技のZZ拓
をi且才曲投で71-:
したもので,A
-JJrSilで鵬 と
脚 の泉を空.チ

て揮発分J'L放出
し.hでTE火L

Cでh出 を抵

ち.以はのコー
ク3L伽 は柄菜

イて足の2iF:1々 に

赴け十ろのみで

もろ.

机上の想定に訪さ.火砲貯椿の以界休件式._/凍生的に等1111ろ布とする｡喋乱 臥界休作式とLtは抜か
J=Jqt'Ck<1氏の式を見ろのみでも.)相もそ

れは完全反応JLCZ空し糊 と現雌 の打鎌を示したもので.

EEE止的考薪は全く含まれてい1=い.著者が二▲でロ邸附 t式1

_･･丘LEJB的に塀かうとMみたのも,この2Lであって,

そ¢肺 干形式的な8152を託けねはならな土.つたの(=,
現魚D的 さから去って止't.･をfgf=い7Fであっ

た｡ rL 限界妓件式の妨斗脚 はyeの初擢 恥 初 発分地 を立はとすろもの であれはそれL-.輪同一

唖の苅l

村羊常圧LbにAlrらIIE,只体腔濯反L古のZTFA
として現在舵も作糸化さLLていろ4ヽ)のは.ScrnepoFr,HlnSheI､Tのd代印こよる

上J一反咽勾抑 てもろ｡これによれは即も増 援Tと煙だ設界E

Pとの抑 土･,Gt･靖 紬 ろ｡ ･ogl,一 言 ･H･又は k･g

÷-壬+a,併し式作の朋 党は葵町は銘めて
イ耳卜T.ILiEE･であり,火焔侍様吸魚が覗 な役刑を‡打デろ
ポう.艮四JF中■ヽ教理に上り組 された｡捜#皿 亡ぼTeを･I
IA･ギーのrLⅦq?博播氾可として扱い.上式と1■4杉
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実のqiZTの杖に提tQでiTdもg取去筏を,&なければT=ら

ね時は無助なぜ文が-3･故lf･8ナろ辞でもl).その折爪
は披 け .ilJ.つて現れろであろう｡印ち拙 三釆反
応兼を加たし,それに相応して反応托Iiが廿ナと考え
た方が丑当でもろ.

次にス作J&発にItては.捜#氏はOQ)助平S･紹性化

靭 γ･こて苅L･脚 桝 として誉 主,杓 えた.
そして ヽJLArThezlltiS式にて炎L

L'･r-･.%≧･
とした. ここにt･'は取外B:.Toはは発l乱資であろ,

今考え上1とする紙 捉菜はFl校的な空松でもE),

帯のuZ辞を上外させるのは反俗庶9であるから.t式

のけにT.とQを独立な丑 として漣う仰 ま受Ijでない｡

そこで榊 ま艶押掛 f式の約 にuI),式の掃Ci淀

を甘はととすら仰 こした｡

1)一･X元の相応を考えろ｡
)L)扮暇 は均一汝姓で,潔ll.漣rZIJのi且蝶は-t)で
あり,分子のi占肘 ヒ比やは rJy灯 で炎し柑ろ｡

") J刑欄 1に常IJJ糊 に狩生する恭牡の一缶75:

所妓軌跡 r恥こ沈入してそのS且幹を｣二外 させそれに相
当した正路を!kせしめる｡

ly) 初脱 色の火広軌音では打宅地 :ま.{･あ

る｡揮発雌 の土な反払政抗としては.化学抵抗と

珊 抵抗かもろ｡頼EXの肋 :小で,蓮如 て大なる時
は群発分と鵬 との欄五才故は容易であり,殊に8]加
盟程ではEE力t.節く,i且牢も余 り高く1=ヽ から.tr他
姓抗上りg(ろ化学救状が硬変である.そこで先づ技能
拙 走を熊tqして詮をiBPL'ろTPとL,大76'(･円細を考え
たg令にBE'L揃足すろ｡
収,洪朋 党がなるもには外部からある-r'jil北以上

の･lネJLギーがTIIlJ卿 杓に与LらluJはなならない｡

(達ば蛾Itl｡そしてこ11.がuほ的に肝 rる25には,
nItは mIlこ喝ILiする拙 b胡 姪御 叫 n他 起爆するに
充分でなけLLは1_･ら′ユ｡(仲店鮒 )｡

JT.双に外.%ェ寸JL･･r-Wが与えられ.罪のiA肋 ;

TIOになったとす,-)｡和究分会分子 pJの内▲雌

怜 FE3,4,)と桝 して反LE;Ligろ分子は.)は,その

牡実に1り粘性化燕E以上の土ネJL･f一女似た'Jl子とt
であtIそ川 ま二丈芹で･21g九も.

･･償 ･E-- .･ イ1,

組 は耕 ぬ 珊ナにつれ鼓少するカLら
pQ=咲(･･-"I) (2)

LILL爪はAi人iB庶1こ於ての拝発分分子故で.迩常の托
【負圧では, n>～ であるから,

･伴杜のJA介lこほ掛 こC2.Lt姥如 乙力 と1.,も市は酌幹Iこ
於 と牡にP為 した｡

Eb=を-岸と見ても良い｡

又,(り 式中右iB分相の1/育｢は指itgt･1･の T一に
放 し彰菅が少いカLら,無Ⅶする群とすると,(り 式.i

け1-/JJ-f'い ′~ZV町 3)

l分子の反ぢ農をtとすれば反応J=1ウRuされろ全

鰍 ミ叩 ,この内l'･j僻 馴 招印flJこ洗iLその…血
圧L,T亡に上井せしめろものと十ろ｡その時その耳性
瑚 中のEW ･比 bZは.上と悶t:考え方から,

"!-/･(･･-p*)･pJ･r t/RTさ L1)

E]現的J二反Li;A:称丁好ナろ25には
Nも ◆■] ･(5)

の操作が記されわはなられ (3).(i-式を見れば,
(5)の附手はtかJ, TdiTL なるLPであり,
こ川 i又別の光量でqJけIt',

dll/'≧lV (6)

となら｡これl二(3)式の 叫 を代入して,

J･†･(.-Fro)叫 ･~JVJETl主.ll● (7)
折が缶BS系m'淵 の平場 溢血をCとナlLは.

C･T.-lV re)

従て' ′･l(Lt-～)叩 一払Lm ≧･VL E9)
6)ち脚 味付式として次式を与えろ群が雌だる｡

/'f●J'-～)･叫･'~卿 一､11.ll● (】○)

夫E=この｢投式から,特殊な幼合にfEての鰍 ,_I

符かう｡

(I) 提発下駄相と.･'【火LtJL･+'-

下臣と邦 粁近では頚肋 て小言いかb,Cは一5i:と見て良
く.叉 "-t'V～"と屯く群が川怒る｡獲て.
(Zつ)式.さ ′'f･lH■〇･rnJJFt､l_八丁

珊 をと｡･ t｡g告 -令 .B ･(Z.)

こ ･ゝこ, ^一等 -, u-1｡g〝 ′.qlt

(】り式は現3EL7蟹とRl卯卓二火エ▼JL,ギーの将帥を与JL

るもので,Ⅵの(tIJlこTo,p.の代.)にPを妃けLf,
SemenO打 氏,又は接辞氏の取外休作式と同じ形にな

る｡

重安の大きLa.'l火LIJL,f-は少くて_rtい7fL'ミ実
漁 具と-鼓すろ机 下取外d.投の彪韓がこの他 式
に合女するか群別 三mEtでILい｡功Sa H で火花芯EE

I_/I■i火エ7-JE,～-の潤せ としたが,i句棚 !の(‖)
式えの拙 ま-1王.=は余I)長く1=Lc寧ろ領空の下
方聖をlTの浦安とする方がLlく合う｡
笹すらに実母では.1'.rJkェtJL･+-の折狩Z5'.有為でf_･い

から,(1り式の様な馳 て嘘七つ群はJt謎しはなZ)･

ったが,只体げ兄と村Clの休作血 :触 ってもらう卿

は推定さ1しろ｡

(寸) 反鴫 と.1'(火工事A,Jr一

難義母の異ろ狐恥 'JLAL'i毛蟹に分散~r7.柏*.反kl.



叢1>_限界.ユ火エ7-̂イーの粥伴は,(10)式上I)
-｡g舌-% ･D (.2)

鮎 AZ等･ D-1n両 市 =有

印ち,圧JE勤 ;大きいと.L:え火 エネ ,-羊-は少くて良
い○

(-) 雌 と点火エtrvf'-

城 の他 で大きい時は,申Bl累の比熱'.鰍
に比何すると考えて良いから,

C-774C4
とおき,(10)式に入it,対故をとろと.

-og幣 -;vA-･･Z (13)

ここに･ C~ECtJ7t･ LL-Jog7訂
(王3＼式は爆兄上脚 安と点火よすルギ-の喝綿を

与えろ珪生麦で,茄鮎 の折で肋 増 せば,よーし七ェ
ネA･f-も又琳J言わは1J.-らねホIL/71r;していろ｡ソ!Sal4

でもこの較内は決れていろが,丈に古浸安の罰は文政

山楽f=かつたので (13)式えの追合性は不朝である.

(･3)先走辺の～(q-･P｡川 p｡が÷ に近付くにつれ
て,MdLこ上る変化が少くなfJ-h'跡 こ近づくが.話辺

の 叫が増すから,W も研きわはならぬぅ
(こ) 粒度と点火エネルギ-

荻qEから放出される拝唱分と脚 とのRTL荘倣lこよ

るiu合が粉 述かに完了するal二は,説狂の肋 =充
分小でT.-けJuJ_たら払 今立の考扱 三見空を充分小 と
民定して来た,この帳作が光さ7Lf=い場合には,反応
適度は拝TZ分の乾滞迎好に鰯 されろ印になる｡揮発

分能流出姥は勘体炎TrB]執 こ比例-rろ.同一頚肢の吸盤
系に於て全盛両統 ･○と粒度 ,oのRIJにLも 軸子を鎌形
とすると.

･｡∝÷ (･<)

の謁旅がある,

徒て,古本式(10,1の n+-(錐先分分子即 を会式祇損

に比四十るgl-Lで既かえて,

午托Rの環 をnケD谷 Lv･輔に甘tIすると件恥二m
にIe圭 Rl--÷ -｡,∫史]'rG郎 S-･叫
S.叫 だ･山王であら｡杜てS._A,rR,/r｡_塗

lol
1

故Iこ 小 一R/,Iepも ′p- . とな8｡付PlrQJ
が凍形でな(て那 柑 恥 又は多孔敬のI帥 ･JM 諾
l=牲腔によって余p変らないが.6FLEk攻もは に
牡のSi分0万五:大全 (なる｡

/.g(… ･).十 ･cJLX'′m l'W -(-5)

｣こ式の (Ll-no)は棚 漬姪を示すnJlであろから‡正圧の

俗骨は受けない.()5)式の村政形をと(),

log☆ -音 +B′ (.6)

(ここに AI ECR;B-1｡g7震 =.))
上式は粒度と点火エtJtZr一の僻 を示す式で

肋 ;小な毘点火エ1-ルf-は少くて良い.市を示

している｡

以上,鼓菜の柵 故抗を全く無iL!した租合に紀て限

界嫌件式を執 ･た.乗鞍には扮終圧R:に放ては,たと

え税政が如何に軸 であっても,好耽抵抗が正広の伴

mlこ多少の妙管を阜えろ77Fは否矧 u来ない｡粗こ(16)

式の軸に牡蟹の彰書を示す時にf:放出枕を全 く無iRす

るのは.少し大方にすぎたかも知かね｡そこでま1こ王
政を考 低に入れたせ合.こついて協等な考坊を加えるホ
l二十も.

打 妖散抵抗 を考えた宅の隈兄妹停ま
o1

今,間作の反位に付するFIShbe亡kのTL抜方法を楳

民【軸組 IJJ

化学反応抵抗+妨放牧次

とする｡

牛越 .○の架加から舛児分オ:放出され 牛匹 r'の隷
肌に拝がつたとする｡外部にある暇 との圧引三栄初
この ･】の珠包上で生 じ.次筋に相帯に伺 うが,火也

概ね;ナに栄た時.卿 のFgさは.({]一･･1でi}ると

仮定し,更に初期正広のTTNは,外部樹 皮は一定で,
組姥も全休が均一に TlであるとaUilすると,反広地

腔は奴 で襲しうろ｡

LIl. Po,

dL震 訂 +J二,孟 戸
(エ7)

(ここに左辺はB1位棚 の圧路 子政,上は反応蓮空
較et,Dは芭散桓故)
打粉 が空欝他姓し'=火堤両が {+にiさすろ迄の時

n陀 '.とすると,

-.-忘 け -富 ) ･(75,

J=式の閑 は下EEに鼓す(y159)｡ここで rpは r,

に比し充分小さいものと考 ころと,r'･=川 【児分合Et
に比併し,従って文人紬】の粒度 rolに比例する抑 こな
ろから,,Jの代LJに触 roを入h,

T..-/′嬰 (/,.･.ある蜘 … 9,

上式中 り 三化学丘峨 であるから.
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hJ貰 .-抑 (20)
革地 政の且師 BはRtEであるが今岨巾に･

D_D,T,e･ ･(2))

と仮定ナろ｡又瀬の(2)式 L･tCE(r･-P')酬 lいろTP
とし.(初 .(21)を (19)式に入ると

-･-ぺ耕 一6,37)(- ､･.(22)
花 '.の逆立を刑立脚 8の反応丑と見放し,t/-'を叩
L脚 の花組 とすろと.酌にL'b)式を臥 ･たのとlLJ

じ考え方から,煉勤 ;El均すろ21には夫の抜けが光さ
れi山fならぬ｡

1/-.-'W (23)
ここに lVは与えられた外等エオJL･ギー,.はあろ

l 附 し
q]ち,限界陳件犬としては,

HIdl.仏■

を凍る事が山東も｡礎て(22)式より'

1(a-TL･) _.W

/｡･(蔚 一･志 )
1,に(8)式をFilh

/.(諾 憲 :長 打 一W (21'
(叫 式は畑 抵抗を考えた符合の取外ヰ件式であ
る｡

(19壌土〇分ろ様に,化学互助 て聯 なせ合に

は,I上手の鮒 は牛9!に比舛L,妊肋 て勝

1;J8台には.牛花の白瓜 二足Rすら.確 には･･この中
mの班をとろものと推定され右がJ･1モ的にIRつて･
臥1.I...状 LTFyltJt,た時の脱 臣では化学反肋 ;

且労であIJ,臥 ･烏火iS･'_,JtJい,増端比掛こ近いtIな
吋 二は班放牧鼓が鮮労になるのではT=L心 と･榊 は
.ruえでいろ〇

･叫 一会邦碓分包,爪を剛 い の坤の柑焚別 h x t

比LiJm とするt,- 凸二と-吐ゴ叫 T･)lI
A, d'' (I,A
T 一一⊥ - -- ｣ - (･."1ヒ

". d, 41rt,to dI･
3

11こLlt()7)式lこ入れ,分母D枚方と行うと･

これとta牙し,J-aI=て Z-OのLt件t入もと

L一拍 -(I-し-げっ-怠 こ-1･-･Jfつ一語

･h t･淀今拙 守の叩 7･ =̀ ~H J'いて.

TL一志 (千 十忘 )I

rl 成 果 ●■1
従果,甘抹切実の取外蜂件としては,性かにJtLet'kt･1
氏の巾堺.なまが姓はされておろに過ぎ伽 ; 二の矢は

反応的塀 を欠いているので.和魚が萄件でもろと云

う特弛 こ見失われていろ.

著者は丘Lt桝 を加4=して.点火エネん十~と
下限及び上仁義犀,k紘 又L._!主安との喝保夫をgF
いた｡この性光づ価竹のた軌 鮮発の卿 柏は拝溌
分の倣 特蟻に他ならねものとし,.W r_,無ylL

化学EIを鼓技を7RWしてむ界岱件よを,執 た.又法政

砥抗な,も考えた齢 にBEても,拡本式Jf与えた.
鰍 L古に於て11拡鵬 てtB分.こなるが,このJa

合に就てl土姓に肋jtで雄べた｡

括 掻

以上詐Jfは敬体煤YZに関する印 的糊 に批て'&栓
的に,又坪詮的-=坪4の角畔上I).玖村を加え'放火

剛 iであったき糾Cgl'L即 ､にし,2,3のVi知見をm
た｡CDち.葡T4.爆発にrWすろ浮遊性 常軌 唯的
扶怨に於ての腿 作等L=軟く買致し･式で斡相 見の
初鵜遣現を隻脚 快に放て昏401鳩 b･らPF究し
た■

又!朗ミ冶tJEeみられ1LかつたW ,背景を拭ふ,旬

f枯 守土てま鮒 f下に皇t:た中台TJ泉石秘述･.31

乱 臣力享を訓lIL,叉鎮子附 T･fE棚 '-,nE空

し,雑苅安定別 添作を論じ,丈に脚 の侍絹抜粋

式を壬印 した｡

これらの研究より柑られた紙まタさコうち紫も*中な

glnを坑記すれば･XのbくであるB

り 艮讃淡によI)や柊の浮遊t91を沌宜し･浮遊牡W

と凪迎Pのrul'ニllr-AP■のTq鈍さ洩 立つ7P.戟作ゎ
辞退性はn蛇によっ{支庶されろものではなくて･挿

話押付FtI7亡の削 姫が邪一弘的な7rla'さを紳つ7lI,如
槌榔 柁 脱分すると一般に苛州､の浮迩粗 t常しく沌少
する7rf等を強めた｡

2) 洋裁粉体のTE!76位l二宮tて打設し.現鞘K:ltIEn
il･T･の批合したもので.荷電の符号は萄【描きfnlの化学

W .及び社壁分布により封 ヒする｡品tflt!fEの12

手は糾 しあく従て浮泣J4.1と母荘牧は常技Lこrq巡 す
る｡=奴升弄緋 の特異なき曲集韓∫-一秒 対空か

ら電解する恥 二山架た｡又苛立lt･tI-の継 母海
に於も役割.こ拭てiI:,何 世々子の衣冠が･はtQ:脚
を恥ナ･-JtItL布はJ=いものとEEGlLT=,

3)在且 ･̂↑Ffに上り桝 JIJ鮎 frJ=をiB渋し,忠
性哩苛eTJ転の民tBieqL,推定する餅 とLfL'柑 こ鵜

よに放て拙 空.&謡かJEと鮒 牲臣の監灸及び見火正

前の脚 牧及虫等に放て玖村を加もえら



4) 希fAL'l火誠の性促を玖FJL.粉14Lは発の取卯i一

腔を溺滋･r'ろには芯怜切断法が魚道である都を痛め,

それに経て奇抜鮒 の… 腔と蝦 した.発火する

II飽海掛まeEねヰ∞一成Og/rrlfの屯田であり,これは

'-kSth無比氾告辞より車倍強い.初親近印ではql粉
がモカ:t休と1=つていろ事が多いJ抑+_誌改発を挙ナろ

-｣関でもろ｡EH維衣包有応が参与する甘食も王政抵抗
が火きいから初期のh:応のみが攻究伸輔に有効に作用
でろから古き皮を挙する仰 こなる.替JJT=点火i宅でも

LtlfLLt;連打がや(なるから耶界ままは大いに任下す

-一■
5) 相性ば繁の現米用九はビターンl恥'L_7ンスタ七

ン等の非附 姓IZJl1-の似 ､上りもiPて屯は朋 を生じ
狐 ･｡現川惜矧主刑㌶甜TIJこ鈷-fろ反応称が火で,苑
火.LtIの爪い班容易になるが,この齢 W ,浮顎性.
iB舵,JL応逆上的 ;摂鈴こ尿辿していろので一･奴的な

ZTfは甘え山が,_L.の牡合ビタリン俄は比応焦が少くiql

iA姓でなけilは噂残としての性舵 (火きい反俗池畔)

を事と柵Iはず,その上浮鞄8-も臥 ･の'Cbi経は発は韮
山こくい｡
6) 特待な･'i火瀕として閃ガ札は上りの鵬 を用
いた斗合につき訂会し糾 IE発に於ては粒子耶無髄 t

の鞄 ''併発持巧に黒さな紺 を済するでみろ14tを

FZめた｡

7) 炎qt喋発にせする滑脚 に‡亡て英JlL>-
r.I- ナン化TJt･カI和 顎讃f=料地肋梨を方汁zF

を知った.そしてその舶 !のJ:旺はれ仏文は円陣横寺
に対す･-JgS介とLj!拝であり.脈 圧h=はすべて瓢 の
血 税を持つポカ擬 された｡

8)83休機苛の初期近理を拘ti耳DIに出世し.火焔
n構Q)E鵬 性をPJかにした.q)も火焔P沖 不況 も
不比 tLLII)爆発等の現象とfE良し.粒子燃油時帆及

び火輸鮒古曲収の肘 古仏を知ろ即が川東た｡一般に扮
Tl.拙発の初棚伸捕過度は扱t*で10Tq秋C拙腔であI),
Aliil書腔は2cc一･SCOgJm暮Bl妊であるが.I7zItの良い

時JLは故1OL:l1-0)棚 で氏に故10ttvdCC時には l00
]1･15<e近く超過助 :柵火する,
9) 称 こ脚 に欽て幹しく実EaL,31捜,益称かEt
点合札 触 '̂距中細 ,又はi31正的D和無等が火

焔仔括.こbfpltrろ彰菅を与えろかなNべ.棚 lIな知見
をf9た｡

ほ､胡乱と匹の火塩縮 をEにBlql資から洪める2iシ
ーl- レン耳blをaI彰L鮒 ql発のI与椎を玖村した｡

H 洪gb棚 を行った申分LDir,指鼓/_,･水力

学1相 磯 i上り計井した.

a付 の拭黙殺詰めは地 合比の時であり.楳逆L三
Ⅰ兜OTV*ぐ 泣蟹は 34ccoabs招虻の虻を′{=し浸出 :

こiLJ:I)上下すると特設D▲借地).T(脚 1.帆 (y

>淡辿)は赫 i々a姥の対象に正比例して奴少してL>く｡
Ilie))のみは諏一腔の方が朽いが,｢蚊にEEIJ)は解く

記汲比の時で 22武鑑のR匹にすぎない｡

12) 雄 の脚 b:軍師 El喝としてなり7TjろかrTか -
たちとすitlまわ癖lなる蜂件1.で-JZl鎧かのPLl也をrZlろ
為.粒子触 時間の姐等比を反屯過度池 に芯いて井
Iuし た｡3C伝.雌肥 中の粒子髄 は光としてEt井の
蜜改姓妖により支J聖されろものと反正した,,

計JF抜穴から鮎 三十ちと.安定な鳩 tFP 生すろ

可虻姓は少く,芳し生1ちとすかは IJ'以下の恐ti千
が為当の71控で浮袋している時でさ-IJ.両もその雌功

は l∝X)m父ぐロ斐又はそれbLTであろ～と推記され
たo

13) 最強に河充分儀典をi･.とした祝作用瀕の初枕弧

程に放ろEl丹休作式を9;甥し,焦火エネA･f-とJ･_臥
及び下Rtz毛払 拭Li'鹿,投攻との閏綿を淡め,六帖は
覚の巨堺 休作式と同型の式を付た｡この点,初脳 性

ではぼ洋瓦応の和合と鼻り好放資抗よl)も化学EtSDE
蔀:が詫必であると考x.た.文明に,媒故虹技1Lも考え
た切合r=虻ても考止した｡

7g 玉
木軒先ti3I:て牡ホヤaRfJ:もJ打JBと～頼RとAAっ
た山本翁ter北妓l=文心ZpのiSttヰLlも,火外心lこ

突放tz2助せられた禾打旧 q.紳rJII.imfJhltの折
尺及び5,aI-L･ン写JI姓彰にJt大のtZ山tJlった円
Jlと=応飲 ま.花n策一句≡DDJ3氏,JLlこJt生試ft
と馳 せられたtJe技術ZQ 併九huL併点や汚m托及

び朋 次常軌こ制 のL!梨ttIげろ｡
本Sf丈は女市有n点tI孝芳夫幼成文什仝^ぴP.滋大
学部-工学錯綜lr弄死没IZI井学五色のti的t更けて行

われたものであPJF(和己ql上tlも｡
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